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本体の離隔距離

煙突の離隔距離

可燃壁

460以上

シングル煙突

150以上

240以上

室内用中空二重煙突

150以上

225以上

断熱二重煙突

注：アウター管より150以上

注：インナー管より150以上

E-30シリーズ
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◆最小離隔距離（単位ｍｍ）

壁仕上 Ｃ ＥＤＡ Ｂ Ｆ

【※１】２５ｍｍ以上の空気層のある不燃材の遮断壁を設けた時の

可燃材からの離隔距離。
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炉台保護範囲最少寸法
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不燃壁
※１

３００ ３００３００ ４２０ ５９５ ５６５

可燃壁 ４５０ ４５０ ４５０ ５７０ ７４５ ７１５

不燃壁
※１

３００ ３００３００ ４２０ ６３０ ５９０

可燃壁 ４５０ ４５０ ４５０ ５７０ ７４０

不燃壁
※１

３００ ３００３００ ４４０ ５８０ ６４０

可燃壁 ４５０ ４５０ ４５０ ５９０ ７３０ ７９０

注：Ａ，Ｂ，Ｃはトッププレートからの距離です。

注：本体離隔距離と煙突離隔距離を比較して最大の数値を採用して下さい。

※２

※２

※２

E-30Ｓ

E-30Ｍ

E-30Ｌ

【※２】EN13240のテストメソッドに基づき計測された数値です。

＊壁が６０Ｋ（６０＋室温℃）に達しない距離

注：本体前方から可燃物までの離隔距離は1150ｍｍ以上として下さい。

７８０


